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特集1／日本商工会議所青年部全国大会

　

午
前
９
時
か
ら
宇
都
宮
市
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
諸
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、

夕
方
午
後
６
時
30
分
か
ら
「
前
泊
者
懇
親
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
市
な
ど
県
内
６
カ
所
で
分
科
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

◎
第
１
分
科
会（
宇
都
宮
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

「
宇
都
宮
か
ら
の

　
　
　
　
交
わ
り
繫
が
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
」

◎
第
２
分
科
会（
足
利
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

「
日
本
国
中
最
も
大
に
し
て

　

 

最
も
有
名
な
坂
東
の
大
学
」と

　

    

記
さ
れ
た
大
学
で
論
語
を
学
ぶ

　２月20日（木）から23日（日）にかけて、「交わりがおりなす 
新たな創造」をスローガンに掲げた日本商工会議所青年部（略称

「日本ＹＥＧ」）第33回全国大会「とちぎ宇都宮大会」が、宇都
宮市など栃木県内各地で開催され、全国から約４７００人が参加
し、盛大に行われました。20日の「前泊者懇親会」から22日の
解団式まで、主要行事を写真でご紹介します。

日本商工会議所青年部
第33回全国大会

「とちぎ宇都宮大会」開催

集った！ 燃えた！ 
八州鎮守の地

日光をイメージした
とちぎ宇都宮大会の
シンボルマーク

◎
第
３
分
科
会（
小
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

「
開
運
の
ま
ち　

　
　
　
　
お
や
ま
を
全
国
発
信
！
」

◎
第
４
分
科
会（
日
光
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

「
日
光
を
見
ず
し
て

　
　
　
　
け
っ
こ
う
と
言
う
な
か
れ
」

◎
第
５
分
科
会（
栃
木
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

「
新
市
庁
舎
を
中
心
と
し
た

　
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
に

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
む
蔵
の
街
」

◎
第
６
分
科
会（
真
岡
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

「
Ｓ
Ｌ
列
車
で
駆
け
る
！　

  

ゆ
た
か
な
実
り
と
情
熱
の
街
、真
岡
」

◎
第
７
分
科
会（
業
種
別
部
会
）

「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
業
種
部
会
交
流
会

　
　
　
　
　
２
０
１
３
フ
ァ
イ
ナ
ル
」

◎
特
別
分
科
会（
宇
都
宮
商
工
会
議
所

　

 

創
立
１
２
０
周
年
記
念
共
同
事
業
）

宇
都
宮
市
の
バ
ン
バ
広
場
で
開
催

　

ま
た
午
後
に
は
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

（
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
）
で
会
員
総
会
を
開
催
、
次
期

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
役
員
人
事
や
事
業
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

午
後
５
時
30
分
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
大
懇
親
会

（
会
場 

マ
ロ
ニエ
プ
ラ
ザ
）
に
は
、
約
４
７
０
０
人

が
参
加
し
、
宇
都
宮
餃
子
や
カ
ク
テ
ル
を
は
じ
め

と
す
る
栃
木
県
な
ら
で
は
の
味
に
舌
つ
づ
み
を
打

ち
な
が
ら
相
互
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

前泊者懇親会
（宇都宮グランドホテル）

日本ＹＥＧ阿部賀寿男会長等による鏡開き

会員総会
（栃木県総合文化センターメインホール）

大懇親会
（マロニエプラザ）

写真1／第１分科会（栃木県総合文化センターサブホール）は震災からの復興がテーマ　
写真2／第７分科会（栃木県総合文化センター会議室）は業種部会交流会

写真3／駐車場スペースにもテントを張って懇親会会場に使用　写真4／全国を回ったキャラバンカーが入場、大きな拍手で迎えられました
写真5／メインアトラクションは、六本木マハラジャがプロデュースしたダンスホール　写真6／うつのみや親善大使もおもてなし

記念式典（栃木県体育館）

2.20 
Thu

●Day 1 ●

2.21
Fri

●Day 2 ●

集った！ 燃えた！ 八州鎮守の地特集1／日本商工会議所青年部全国大会

1

2

3

5

4

6

●
２
月
20
日（
木
）

●
２
月
21
日（
金
）
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午
前
９
時
か
ら
の
「
記
念
式
典
」
は
、
栃

木
県
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
折
か
ら
の

豪
雪
の
名
残
が
そ
こ
か
し
こ
に
見
ら
れ
る
中
、

全
国
か
ら
集
っ
た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
続
々
と
会

場
に
到
着
、
受
付
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

直
井
実
行
委
員
長
に
よ
る
開
会
宣
言
で
ス

タ
ー
ト
し
た
記
念
式
典
に
は
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

幹
部
に
加
え
、
来
賓
と
し
て
茂
木
敏
充
経
済

産
業
大
臣
や
福
田
富
一
栃
木
県
知
事
、
佐
藤

栄
一
宇
都
宮
市
長
、
栃
木
県
選
出
の
国
会
議

員
な
ど
を
お
招
き
し
て
開
催
。

　

主
催
者
と
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
阿
部
賀
寿

男
・
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
は
「
国
の
礎
は
中
小
企

業
。
地
域
経
済
や
中
小
企
業
の
発
展
の
た
め

に
、
青
年
経
済
人
の
力
が
不
可
欠
で
す
。
全

国
大
会
で
生
ま
れ
た
交
流
と
絆
を
、
地
域
の

発
展
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
」
と
力
強
く
話
し
ま

し
た
。

　

続
い
て
伴
靖
大
会
会
長
が
「
東
日
本
大
震

災
以
降
、
最
も
被
災
地
に
近
い
場
所
で
の
大

会
が
成
功
で
き
て
う
れ
し
い
。
メ
ン
バ
ー
の
皆

さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

栃
木
県
商
工
会
議
所
連
合
会
の
北
村
光
弘

会
長
は
「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
の
若
さ
、
情
熱
、

連
帯
を
強
く
感
じ
ま
す
」
と
讃
え
「
栃
木
の

魅
力
を
、
ぜ
ひ
肌
で
感
じ
て
く
だ
さ
い
」
と
訴

え
ま
し
た
。

　

ま
た
日
本
商
工
会
議
所
の
三
村
明
夫
会
頭
は

「
地
域
と
中
小
企
業
、
行
政
を
結
ぶ
商
工
会

議
所
の
強
み
を
発
揮
し
、
地
域
の
付
加
価
値

創
造
を
果
た
し
て
欲
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
茂
木
敏
充
経
済
産

業
大
臣
、
福
田
富
一
栃
木
県
知
事
、
佐
藤
栄 

一

宇
都
宮
市
長
も
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
へ

の
期
待
を
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
会
旗
の
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
、

次
年
度
全
国
大
会
開
催
地
の
京
都
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
Ｐ

Ｒ
で
登
壇
、
熱
い
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
の
後
に
行
わ
れ
た
記
念
講
演
で
は

「
日
本
再
生
に
向
け
て
若
き
経
営
者
が
歴
史

か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
作
家
の
加

来
耕
三
氏
が
講
演
し
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
記
念
事
業
と
し
て
、女
性
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
〝
川
嶋
あ
い
〟
に
よ
る
ミ
ニ

ラ
イ
ブ
や
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
卒
業
生
を
ね
ぎ
ら
う
「
卒

業
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
関
係
者
に
よ
る
解
団
式
が
行
わ
れ
、

主
要
な
行
事
が
す
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。

集った！ 燃えた！ 八州鎮守の地特集1／日本商工会議所青年部全国大会

2.22
Sat

●Day 3 ●

Utsunomiya ChamberNEWS
交 わ り が お り な す 、新 た な 創 造！

直井  昭佳 
大会実行委員長
（開会宣言）

児玉  博利
宇都宮ＹＥＧ会長

（綱領朗読、指針唱和）

伴  靖
とちぎ宇都宮大会会長

北村  光弘
栃木県商工会議所連合会会長

茂木  敏充
経済産業大臣
（来賓祝辞）

大貫  定之
栃木県商工会議所
青年部連合会会長
（閉会宣言）

三村  明夫
日本商工会議所会頭

阿部  賀寿男
日本ＹＥＧ会長

写真7／式典受付に長蛇の列。寒さをものともしません　 写真8／会場外の公園で開催された物産展
写真9／全国大会の大会旗が、とちぎ宇都宮大会から京都大会へ引き継がれました

写真10／次年度の京都大会が盛大にＰＲ　 写真11／作家で歴史家の加来耕三氏による記念講演
写真12／今年度でＹＥＧを卒業する人たちの卒業式

7

10

11

12 89

事
業
承
継
は
相
続
税
対
策
で

は
な
い

●
２
月
22
日（
土
）

解団式の壇上で阿部会長のねぎらいを受ける大会関係者たち




